
変異型クロイ  
ツフェルト・ヤ  

コブ病  

慢性消耗病（CWD）非感染シカをCWD陽性のシカの唾液、血液または尿・糞に曝露させた。その結  
果、CWDを伝播しうる感染性プリオンが唾液および血液中に認められた。CWDはシカ科の動物に  
容易に伝播すると言える。  

Science2006；314：  

133－136  

変異型クロイ  
ツフェルトヤ  

コブ病  

血莞分画時にTSE物質を除去する研究のために、スクレイピーに怒染した脳から水溶性の感染璧  
検休を調整した。263Kスクレイピー感染ハムスターの脳を10％PBS中に懸濁し、低速遠心分離後、  

更に上溝を超遠心（220000xg）した。得られた上溝は感染性を有し、しかもPrPTSEの凝集体を全  
くまたはごくわずかしか含有しなかった。  

Transfusion2006；46：  

652－658  

PRDT（PathogenRemovalandDiagnosticsTechnologies）は、全血、RBCまたは血兼存在下で脳  変異型クロイ  
ツフェルトヤ  

コブ病  

∨oxSang2006；  
91（Supp13）：70  由来プリオンタンパク質およびTSE感染物と強く結合する高親和性リガンドを得るため、何百万も  

の化合物をスクリーニングした。その結果、PRDTのリード樹脂は赤血球存在下でも高濃度のTSE  
感染物を吸着し、低濃度の内因性TSE感染物を除去した。この樹脂を使用したMacoPharmaP－  
Capt（TM）フィルターを用いることにより、輸血によるvCJD伝播リスクを軽減できる。  

変異型クロイ  
ツフェルト・ヤ  
コブ病  

菜園保健省Press  
Statement  
http：／／www．hpa．0rg．uk  
／hpa／news／artic［es／p  

ress＿releases／2006／0  
60209一句d．htm  

ナー由来血液の輸血を受け、その約8年後にvCJDを発症した。この患者は存命中で、国立プリオ  
ン病院の医師による治療を受けている。この症例は輸血関連vCJD伝播としては3例目であり、  
vcJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新たな証拠となるだろう。これら3例は、血兼分  

画製剤の投与ではなく、すべて血液成分の輸血と関連している。  

厚生労働省 平成18  

年8月24日  
平成18年8月23日に開催された薬事・食品衛生審議会血液事業部会安全技術調査会において、  
ヒト胎盤エキス（プラセンタ）注射剤使用者に対する献血制限措置を日本赤十字社が実施すること  

変異型クロイ  
ツフェルト・ヤ  

コブ病  

コレラ  

が了承された  

アンゴラでコレラが15辛目の州に拡大し、死亡者は2089例となり、痴  
が2006年7月24日に発表した。2006年2月13日からの症例数である  

ProMED－  

maiI20060728．2086  

2006年1月28日から3月20日にスーダン南部全域で死亡例238例を含む急性水様性下痢患者89；  
例が報告された。最も患者数が多いJubaとYeiでは改善がみられているが、他の地域で稲葉型コ  

レラと確定診断された症例もあり、アウトブレイクの監視が重要である。  

Weekly  
epidemiological record 
2006；81：118－119  

デング熱  ProMED20060422－  

熟患者は11099人で、2005年同時期の患者数（8024人）と比較して28．9％上昇している。また、香港  
で、健康予防センター（CentreforHealthProtection）は25才の女性のデング熱患者を確認した。こ  

れにより年間累計患者数は9人になった。全例とも輸入例である。  

デング熱  台湾の環境保護局はデング熱のアウトブレイクに対して予防措置をとるよう呼びかけた。蚊が発  
生する場所をなくすことが唯一の予防策であると言っている。  

ProMED－  
mai120060604．1553  

デング熱  
発見され、合計7例となった。デング蚊指数は常に高く、検査された地域の約92％で警戒レベルで  台湾Kaohsiungで2006年7月6日に初めての固有のデング熱症例が発見された。続いて更に6例メ  ある。  

ProMED－  
mai120060719．1989  

台湾の疾病管理センターは南部でデング熱の脅威が増加するおそれがあると2006年7月25日に  デング熱  ProMED－  
mai120060730．2110  発表した。今年のデング熱症例は59例であるが、そのうち17例が国内で感染しており、17例中15  

例がKaohsiungCityで報告されている。  

Kaosiungにおけるデング熱のアウトブレイクの悪化は継続している。2006年7月6日にKaosiungの  デング熱  ProMED－  
mai120060806．2196  Oienzeng地区でデング熱症例が報告されて以降，デング熱の発生は悪化している。これまでに報  

告された症例は28例で、同地区で25例、Qiar扉∩地区で3例である。  
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ら 28日まで中国本土  
OnShanの62才の男性がデング熱を確認された。2006年7月1日か   ProMED－  

mai】20060901．2486  

へ旅行し、2006年8月1日に発熱し、現在は回復している。本年の症例数は22停Ijで、全て輸入症例 である。  

デング熱  2006年9月4日現在、中国Guangdong省で、先週、デング熱症例数が倍以上の219例となり、半数  

がまだ入院中である。中国の専門家らは最近の高温多湿の天候や、蚊に対する取り組みが不十  
分であることがアウトブレイクの原因であるとしている。台湾では第35週（2006年8月27日～9月2  

日）に．デング熱症例90例が報告され，31例は検査で確認された。9月2日現在．今年の報告症例  
数は721例で．そのうち202例が確認された。死亡例は報告されていない。  

ProMED，  
mai120060911．2577  

ロサンジェルスの心臓移植患者2名で、臓器移埴によるシヤーガス病伝播が見られた。1例は拒絶  CDC／MMWRWeekly  
2006；55〈29）；798－800  反応による合併症で死亡し、もう1例は心不全で死亡した。両例ともドナーがTrypanosomacruz感  

染者であったことが明らかとなった。米国における固形臓器移植によるT．cruzi伝播としては4例目  
と5例日になる。  

フランスでリスクのある供血者に対し、シヤーガス病スクリーニング検査を行うこととなり、Bioelisa  VoxSang2006；  
91（Supp13）：98  Chagas、Chagatek、OrthoT．cruziEUSATestSystem‘1、ELISACruziの4種類のTrypanaosoma  

cruziELISAキットの感受性、再現性、特異性を評価した。感受性に関しては4種類の検査法で正  
確に検出された。再現性は24コピーのS／CO値の平均の変動係数によって示され、各々、6．30％、  
9．30％、15．7％、22．40％であった。  

米国で医薬品製造用血渠プールの検体においてPCR法によりパルボウイルス（PARV4）遺伝子の  

検出を行った。これらの血菜はヨーロッパと北アメリカで集められたものである。その結果、137  
プール中7例がPARV4およぴPARV5に陽性であった。  

パルボウイル ス  EmergInfectDis  
2006；12：151－154  

血液プール中の感染性／くルポウイルスB19を自動的に高速に検出するための方法を開発した。  
B19蛋白合成は免疫蛍光染色で検出され、ウイルスDNA合成はdotbIothybridizationと定量的  
PCRで検出された。調べられた細胞株の中ではUT7／Epo－SlがB19感染に最も感受性が高かっ  
た。  

ヒトパルボウイルスB19DNA（1．6xlO8IU／mL）を含むプール血渠の輸血後、B19IgG陽性の患者で  
は抗体価が19－39IU／mしから50－1001∪／mLに上昇して再感染を防いだ。それに対し、陰性の患  
者では、1，6－2．2xlO8IU／mLのB19DNAの存在下で、プール血焚のIgGレベルが59．5IU／mLではB19  

の伝播とセロコンバージョンを防ぐのは不十分であることがわかった。  

パルボウイル ス  JClin Viro12006；35：  
407－413  

Jlnfect Dis2006；  
194：154－158  

市販されている凝固因子21製剤の202ロットを、パルボウイルスB19遺伝子型1と遺伝子型2の  
DNAについてPCRにより調べた。遺伝子型lのDNAが、現在投与されているロットの77／181  

（42．5％）に、1980年代初めまで使用されたロットの17／21（81％）に検出された。遺伝子型2のDNA  
は、5／202（2．5％）に見出され、その全てのロットが遺伝子型1のDNAに汚染されていた。  

パルボウイル ス  Thromb Haemost  
2004；92：838－845  

パルボウイルスB19ジ工ノタイプ3流行地域であるガーナで、114組の成人供血者一小児受血者ペア  Transfusion2006；  
46：1593－1600  における輸血によるB19の伝播および免疫学的特性について調べた。2例の供血がパルボウイル  

スB19DNAと特異的抗体を含有していたが、伝播は見られなかった。B19IgG含有の全血が  

B19DNA陽性受血者14例に輸血されていたが、その内、輸血前にVP21＝対する抗体が認められな  
かった10例ではウイルスが除去された。  

ハンタウイル ス  2006年1月から3月にかけて、米国ではArizona，NewMexico．NorthDakota，Texas．Washingtonの5  
つの州で計9例のハンタウイルス肺症候群ヒト確定症例が報告された。2005年に降水量が多く、  
げっ歯類が増加したことが原因として考えられ、2006年度はヒトでの感染の危険性が高くなること  
が示唆される。  

CDC／MMWRWeekly  
2006；55（22）：627－629  

WHOは2006年6月13日までに100名の肺ペスト疑い患者がコンゴ共和国Oriental州Ituri地区で発  

d  

の発生も報告されている。Ituri地区は世界中で最もペストが発生することで知られており、年間約  

1000例報告されている。  

Weekly  
epidemiologICaLrecor  
2006；81：241－242  
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マラリア  2006年9月8日付けのKoreaTimesによると、交通事故後に輸血を受け、その後マラリアと診断され  
た患者が、疑わしい血液の流通を防ぐことができなかった韓国赤十字を批判している。韓国赤十  
字は状況を知りながら、何の行動も起こさず、その結果、不適切な血液製品が流通し続けたとの  
ことである。輸血によるマラリア感染で既に1名の患者が死亡している。  

AABBWeekLyReport  
2006：12（32）：10  

マラリア  
CDC2006年6月30日  

米国疾屑対策予防センターは、バハマのグレートエクスーマ島におけるマラリア発生を碓吉忍し、力  
行者に対して抗マラリア薬の使用を勧告した。2006年6月29日現在、患者数は合計18例で、うち4  
例が旅行者である。全員Plasmodiumfalciparumに感染していた。  

マラリア  
2006；55（37）：1013－  

CDC／MMWRWeekly  101（∋  

2006年9月19日、CDCは米国在住のクレートエクスーマ島渡航者向けの抗マラリア薬服用勧告を  
解除した。2006年5月－6月の間に合計19例のマラリア症例が確認されたが、3ケ月間新規症例の  
報告がなかったためである。  

マラリア  ProMED－  
mai120060624．1758  流行が拡大中である。住民に問題を理解させるのが難しく、衛生疫学監視センターの職員は時々  

しか殺虫剤を散布することができない。  

マラリア  ProMED－  
mai120061004．2843  2006年9月25日時点で17917例が報告されており、昨年の同時期と比較すると89．8％増加してい  

る。保健当局は緊急通告を出して、感染の監視を強化し、拡大防止のためにマラリア予防と治療  
に関する啓発を行うよう地元自治体に要請した。  

リンハ○性脈絡  
髄膜炎  

NEnglJMed2006；  
354：2235－2249  

2003年12月及び2005年4月に固形臓器の移植を受けた2つの患者群の怒梁症について調べた。  

レシピエント全員（8名）の検体からリンパ性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）が検出されたが、ドナー  
（2名）からは検出されなかった。2005年群のドナーはLCMVに惑染したハムスターをペットとして  
飼っていたが、2003年群の感染源は不明であった。レシピエント8例中7例は移植後9日から76日で  
死亡した。  

レトロウイル ス  ランゲルハンス島移植のために使われるAN69中空ファイバー膜がブタ内因性レトロウイルス  

（PERV）の移行を防ぎ、PERV感染リスクを減らすかを調べた。PERV源としてPK15細胞を用い  
たいヒト∪293細胞を、カプセル封入PK15細胞（第1群）、カプセル封入PK15上溝濃絹（第2群）、ま  
たはPK15上清濃縮（対照群）とともにinvitroでインキュベー卜した。第2群ではヒト細胞は全く感染  
しなかった。第1群では11検体中10検体は感染しなかったが、1検体は感染した。  

CellTransplant2005；  
14：749－756  

2005年7月中旬から8月末の間に中国四川省で215例のヒト連鎖球菌感染が報告され、うち66例ほ  
確定例であった。全ての感染例は、原因不明で死んだブタや病気のために食用になったブタを屠  
殺する過程で暴露した農業従事者で発生した。61例（28％）が連鎖球菌毒素ショック症候群を呈し、  

うち38例（62％）が死亡した。その他、敗血症（24％）と髄膜炎（48％）または両者であった。単離された全  
ての菌はtuf、種特異的16SrRNA、CPS2J、mrP、ef，およぴslyに対する遺伝子に陽性で、単－の  
株であった。  

EmergtnfectDis  
2006；12：914－920  

アメリカでのStreptococcussuis髄膜炎のヒト感染例についての報告である。健康であった59歳の  NEnglJMed2006；  
354：1325  男性農業従事者が突然、発熱と錯乱を起こし、髄陵症となった。血液と髄液培養によリS．suis感  

染と判明した。セフトリアキソンとバンコマイシン投与では状態が悪化したため、抗菌療法をアンピ  
シリン静注に変更した。13日間入院後、症状はなくなり、退院した。患者は入院の数ヶ月前、子豚  
を近くの農場から購入したが、兄弟の子豚が髄膜炎で死んでおり、S．suisはその農場で検出され  
た。  

2005年7－8月に中国四川省で発生したStreptococcussuisserotype2（SS2）感染のアウトブレイク  

について調べた。ヒト感染患者の臨床的、病理学的特徴は典型的な連鎖球菌中毒ショック症候群  
であった。2005年の流行ならびに1998年に江蘇省で流行した時のヒトおよぴブタの検休から単離  
した菌の遺伝子型を調べたところ、両者は共通した遺伝子型を有していた。またミニブタでの感染  
実験で強い毒性を示した。  

PしoSMed2006；3： e151  
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比較的持とされるブタ連鎖球菌による髄膜炎の症例報告である。串焼屋に勤める57歳女性で、発  

熱、頭痛、嘔吐、幻視等を呈した。血液培養ではグラム陽性梓菌が検出されたが、髄液培養では  
グラム染色陰性であった。最終的にブタ連鎖球菌が同定された。未調理の豚肉から感染したと考  
えられ、中国では集団感染が発生したこともあり、感染の危険性について認識が必要と思われ  
る。  

2005年1月から2006年3月までの世界的な野生型ポリオウイルス伝播撲滅の進行状況について述  
べた。WorldHealthAssembryによりポリオ扶滅運動が開始された1988年にはポリオ土着国は  
125ケ国であったが、2005年には4ケ国（アフガニスタン、インド、ナイジェリア、パキスタン）に減少し  

灰白磁炎  MMWRWeekly2006；  
55：458－462  

月以降は8ケ園のみとなった。インド、パキスタンでも2004年に比べほぼ半減し、根絶に近づいてい  た。以前ポリオが根絶していたアジア、アフリカの22ケ国で2003年以降に再感染したが、2005年7  る。  
灰白髄炎  ナミビアでここ10年以上で初めてのポリオのアウトブレイクが発生した。1例目は2006年5月6日に  

発見され、確定された。2006年6月21日までに15例が死亡し、症例数は96例に急速に増加した。コ  
ンゴで2例、ニジェールで3例、野生型ポリオウイルスによるポリオの報告があり、輸入例であった。  

ProMED－  
mai120060621．1714  

中国Hunan省中部のChenzhou市でヒトポカウイルス感染の6症例（全てl歳以下の乳幼児）が報告  ウイルス感染  
Healthwatch2006年8  

CBS News／  月22日  

された。これは新たに同定されたウイルスによる中国での最初の感染例である  

2006年5月15日現在、HPASpecialPathogensReferenceUnitr＝より確定された2006年の英国に  
おけるテクングンヤ症例は48例である。血清学的にテクングンヤと診断された症例数は、1999年  

から2004年は年に平均6例、2005年は19例であった。患者の大多数はアジアかアフリカヘの旅行  
歴があったが、2006年の患者のうち5例は旅行歴がなかった。インド洋諸島でのアウトブレイクは  
減少傾向であるが、非免疫旅行者にとって感染の危険はしばらく続くであろう。  

CDRWeekly2006； 16（21）  

2005年12月以降、テクングンヤウイルス感染のアウトブレイクがインドの8つの州で続いており、拡  
大するおそれがある。最も被害の大きい5つの州では896500例以上の疑い例が報告されている。  
北部の州からは1例も報告されていない。ヨーロッパの多数の国で輸入症例が報告されている。感  
染の拡大防止ならびに特異的な抗ウイルス薬とワクチンの開発が急務である。  

ウイルス感染  Eurosurveillance 
2006；11（8）：060810  

サル泡沫状ウイルス（SFV）は非ヒト霊長動物で蔓延している非病原性感染症であるが、唾液を介  
して伝播すると考えられている。最近ヒトでの感染が報告された。SFVが血液を介して伝播するか  
を調べるため、SFV陰性アカゲザルに生物学的および遺伝的に異なったSFVに感染した2匹のア  

カゲザルの血液を輸血し、ウイルス感染および持続、抗体反応、臨床的変化をモニターした。接  
種後1年目の結果から、全血でSFVが伝播することがあることが示された。  

JMed Primato12005；  
34（Supp11）：333  

インド洋諸島でのアウトブレイクを引き起こしているテクングンヤウイルスについて、127名の患者  
由来の6つのウイルス単離体の遺伝子配列ならびに糖蛋白質Elの部分的配列を調べた。その結  
果、アウトブレイクは東アフリカ単離体に関連のある株で始まったことが明らかとなった。アウトブ  
レイク単離体の非構造蛋白では10個のアミノ酸変異が見られた。構造蛋白部分では膜融合糖蛋  
白Elに2つの注目すべきアミノ酸変異が見られた。El蛋白のA226V変異は最初の株では見られな  
かったが、レユニオンからのウイルスの90％以上で見られた。  

ウイルス感染  
PLoS Med2006；3： e263  

インドstateforheaIthandfamilywelfareの長官は、5つの州においてテクングンヤの高発生が報  ウイルス感染  ProMED－  
mai120060801．2120  告されていると発表した。AndhraPradeshで66109例、Karnatakaで543286例、Maharashtraで  

202114例、TamiLNaduで41211例、MadhyaPradeshで43784例である。  

全血輸血により、サルfoamyウイルス（SFV）感染が起こるかをアカゲザルを用いて調べた。自然感  

染ザル2匹の全血を、各々、レトロウイルスを持たないサル2匹に輸血したところ、1匹のドナーから  
のレシピエントでは感染し、もう1匹のドナーからのレシピエントは感染しなかった。ヒトでのSFV輸  
血伝播の可能性が示された。  

ウイルス感染  Transfusion2006；46：  

1352－1359  
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結核  WHOは病原性が強〈、致死性の結核の世界的な拡大防止の強化および措置を求めた。6クラスの  WHO 2006年9月5日  

第2選択薬の3クラス以上に耐性のある多剤耐性結核（XDR一丁B）は世界の様々な地域で確認され  
ており、特に旧ソビエト連邦やアジアで多い。また南アフリカではXDR－TBでHIV陽性である患者群  
で極めて高い死亡率が確認されている。  

結核  
分析の結果、サルからの分離菌と同一菌株であることが判明した。結核は人畜共通感染症になり  20代男性が、職場のサルが集団で結核を発症した後、しばらくしてから肺結核と診断され、RFLP  うる。  

綜核 2006；81（3）：  

310第81回日本結核  
病学会総会  

ロ踊疫  ベトナム文化情報省  
2006年9月1日  

ベトナムのハノイのSocSon地区ではウシ75頭、ブタ39頭が口蹄疫に感染した。ThanhTri地区で  

のブタが感染した。  は155頭が感染した。ロ蹄疫の流行はベトナムの12の地方に発生し、3300頭以上のウシ、1100頭   

細菌感染  2004年12月から2005年2月に、汚染されたヘパリンフラッシュに関連した蛍光菌血流感染が4つの  

州で36人の患者に発生し、製品回収が行われた。その約3ケ月後にミシガンとサウスダコタで蛍光  
菌感染患者が同定され、2006年4月現在、ミシガンで15例、サウスダコタで13例が、遅発性蛍光菌  
血流感染と診断された。発症までの期間は84日から421日であった。  

血小板供血歴の長い、無症候性の58歳男性由来の血小板が卓球症リステリア陽性であった。パ  
ルスフィールドゲル電気泳動パターンはCDCデータベース中の他の2例の単球症リステリア分離  

株と一致したが、疫学的な関連性は見られなかった。  

MMWR2006；55ニ961－ 963  

Transfusion2006；46：  

305－309  

細菌性胃腸  
炎  

JMed Microbio12006；  
55：747－749  

散発性エルシニア症の怒梁程偏については、フタと人との関連性は証明されていない。1995年か  
ら2003年にかけて、フィンランドとドイツで下痢のヒト282名の便およびブタ534頭の糞などから得た  
検体から単離された合計816株のY．enterocolitica4／0：3を、制限酵素を使ったPFGEで関連性を  
検討した。その結果、両国共、ヒト由来株のほとんどはブタ由来株と区別ができず、一方、遺伝子  
型の大部分（182例中178例）は両国で異なっていた。両国でブタがヒトエルシニア症の重要な起源  
であると考えられた。   

；  人畜共通感  
染症  

DevBiol（Baseり2006  

123：273－280  の使用は、ワクチンを汚染し、接種した動物で血清転換や疾患を引き起こし、検体の誤診断や間  
違った試験結果の原因となるおそれがある。血清や細胞培養をモニターするために獣医生物学セ  
ンターで用いられている方法を紹介した。培地や添加物としてウシやブタなどの動物起源原料を  
使用する際には、ヒトヘの交差の可能性も考慮し、検査、血清フリー培地、起源の確認、ウイルス  
不活性化、検査方法の改良が必要である。  

会大会 2006年5月  
第75回日本寄生虫学   19－20日  

ネパールのカトマンズの小児病院で分離されたブラストシスチス株中に珍しい遺伝子型が検出さ  
れ、それと同じ遺伝子型が現地の寺院に生息するアカゲザルから分離したブラストシスチス株に  
高率に見出された。このことから、当地におけるブラストシスチス感染の一部は、アカゲザル由来  
株がヒトヘ感染伝播した可能性が高い。  

人畜共通感  
染症  

2006年8月中旬に中国に3日間出張し、帰国3日後より発熱、腹痛、粘血便を伴う下痢が出現した  IASR 速報pr3206  赤痢  
37歳男性は、便よりShigeHasonneiが検出され、細菌性赤痢と診断された。5日間のFOM継続投与  
により症状軽快し、除菌確認後、第‖病日に退院となった。分離菌はペニシリナーゼ産生、セファ  
ロスポリナーゼ非産生で、CTX－M型で、ESBL（extended－SPeCtrumβ－Iactamase）産生性が示唆  

された。  

中国Sichuan省Mianzhu市の中学校において生徒100人余りが細菌性赤痢となり，計143人が症状  
を呈している。2006年10月10日から症状がみられ始めた。Anhui省Taihu都の学校において細菌性  
赤痢が確認され（2006年10月13日に生徒数名において発見）．100名に症状がみられ．34例が入  

院中である。  

赤痢  ProMED－  
maiI20061020．3015  

米国ミネソタ州Kittson郡のウシの群で、2006年6月10日～11日に、雌ウシ5頭および姐ウシ1頭が  
死亡しているのが発見された。血液サンプルが収集され．炭痘に陽性であったことが確定した。  
2006年6月15日現在、合計6例が死亡した。  

炭痘  ProMED－  
mai120060615．1665  

米国NorthDakota州Emmons郡においてウシ2例が炭痘で死亡した。同州において2006年で初の  

症例である。  

炭痕  ProMED－  
mai120060626．1775  
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米国Minnesota州で、2006年6月中旬にMinnesotaBoardofAnimalHealthが2施設での炭症による  
死亡を初めて報告してから，新たに9施設において家畜の死因として炭症が確認された。この9施  
設で動物24例が死亡し．計31例の死亡となった。7施設はKittson郡にあり，ウマおよび／くッファ  
ローにおいて炭痘が確認された。残り2施設はWoods郡であり．woods郡のLakeの家畜において初  

めて記録された炭症による死亡である。  

ProMED－  
mai120060707．1868  

炭症  米国Minnesota州は87年間で最悪の家畜の炭症のアウトブレイクに取り組んでいる。2006年6月  
中旬から．Minnesota州北西部の23の農場において．家畜68頭が死亡した。死亡した家畜の多く  
はウシであったが，／（イソン5例およぴウマ6例も死亡した。この最近のアウトブレイクはKittson，  
Roseau．RedLakeおよぴLakeoftheWoods郡に限定されている。カナダも炭痘のアウトブレイクを  
報告している。  

ProMED－  
mai120060721．2010  

ProMED－  
mai120060724．2044  

outhDakota州の家書に再び炭症が発生している。Hyde郡のワクチン接種を受けていない  米国S ウシの集団（最初に死亡した5例を含む約100例）における炭痘が報告され．2006年7月24日に州  炭症  

獣医診断研究所は診断を確定した。  

炭症  ProMED－  
mai120060726．2057  

炭痘  ProMED－  
mai120060726．2059  

刀ナタChaplin地域の農場r＝おいてウシ31列が戻ま亘でタヒt＝しているとCanadianFoodInspection  

Agencyが2006年7月21日に述べた。この夏、炭痘はSaskatchewanで既に発生しており、7月21日  
現在50の農場で216頭の動物が死亡している。  

炭症  ProMED－  
mai120060730．2107  
ProMED－  
mai120060802．2141  

ProMED－  
mai120060806．2195  
ProMED－  
mai120060808．2228  
ProMED－  
mait20060811．2257  

である。カナダの公衆衛生局は炭痘がヒトに感染する危険性は極めて低いと強調している。  少なくとも746頭の家畜が死亡し、146農場が隔離されている。1950年代以降最大のアウトブレイク   

炭症  askatchewanにおいて153施設で炭症が確認された。これら施設における動物（ウシウ  
マ．ブタ．ヒツジノ〈イソン．シ九ヤギ）の死亡は783件である。Manitobaにおいては変更ない。  カナダS   

ProMED－  
mai120060916．2635  

米国Texas州で、2006年9月18日に．TexasDepartmentofHealthServicesは獣医公衆衛生担当  
官らに．TexasVeterinaryMedicalDiagnosticLaboratory（TVMFL）によりKinney郡の4才のウシで  
炭症の診断が確定されたことについて注意喚起を行った。  

炭痘  ProMED－  
mai120060921．2699  

中国Shaanxi省において1家族の3人が．病気のヤギを食べた後に炭症に感染し．病院にて隔離・ 治療を受けている。  炭痘  ProMED－  
mai120061002．2822  

日本脳炎  中国Shanxi省Yuncheng市で日本脳炎のアウトブレイクによる死亡の合計は19例に増加し，昏梁召  
は38例であると地域保健当局が2006年8月12日に述べた。Henan省ではさらに14例が日本脳炎で  

死亡し．既に報告された26例の死亡に追加された。2006年7月以降．437例が感染したとHenan省  
保健当局は述べた。  

ProMED－  

mait20060827．2441  

日本脳炎  台湾の届出伝染病サーベイランスシステムに基づき．2006年8月27日～2006年9月2日に日本脳  
炎が台湾で7例報告された。2006年9月2日時点で．2006年に台湾全域で188例報告され．このうち  
20例が確認された。1例はベトナムからの輸入症例．19例は地域症例である。  

ProMED－  
mai1200e；0909．2565  

野兎病  
米国Texas州RickHusband国際空港の東側で1羽のジャックラビットの死骸が回収された。現地付  ProMED－  

mai120060601．1531  近では20羽以上の野兎が死んでいた。死骸はCDC細菌性動物寄生体症局へ送られ、蛍光抗体  

試験の結果、野兎病に陽性であった。コヨーテの死骸のダニも野兎病に陽性であった。殺虫剤の  
散布などヒトヘの感染防止対策が採られている。  
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